
４、ヒビの補修
　イ．小さい割れ・・・食用油か木工用ボンドを摺り込み口をふさぎます。
　ロ．大きい割れ・・・割れの大きさに合わせた木片を形作ってボンドを塗ってから打ち込み　乾燥後サンドペーパーなどで仕上げ
　　　　　　　ます。当社工場内で行うときは大きさを見て判断の後下図のように鳩目クサビを打ち込み　完璧を期します。
５、当品は割れ防止塗料を内部以外にまんべんなく塗ってあります
６、時に塗料を塗った下が黒ずむ場合があります。この現象はけやき内部の水分が塗料に遮られて大気中に出ることが出来ず　
　蒸れて変色したものです。気になる方は塗料をそぎ落としてください　粗いサンドペーパー（＃８０～６０）やガラス片で強く
　こすりますと木の白い肌が出てきます　あとはそのままでよろしいです
７、臼の内側にカビが着く場合があります　まず乾燥させてから布やサンドペーパーでこすります　まだ気になる場合はエタノール
　（酒の主成分）を含浸すると簡単に殺菌できます。又お餅を搗く際には内側を暫く熱湯を張りますので　そこでも殺菌は出来ます。
８、このように天然木は扱いが少し大変ですが　お手入れ次第で何十年もお使いできます　どうか末永くご愛用下さい
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2升以上の天然木の臼は直径が大きい為に年輪の中心の
芯を含んでしまいます。木の性質は何十年乾かしても芯から
外方向に割れが入り　これは天然木の欠点ともいえます
割れの大きさの大小も当たり外れの面があり　残念ながら
販売後の予測は出来無い事は誠に申し訳ありません

ご使用になられてから数年経て割れの発生が収まった頃修理の
費用をかけますとほぼ末代もの　安心して長くお使い頂けます
特殊加工のクサビが今以上の割れを止めてくれます

保管法

新潟　うすや

毛布、厚布などかぶせておくと
ひび割れ防止に効果あります

簡単説明

けやき丸太をくり抜いた手づくり臼　　 お取扱い説明書

使い方とお手入れについて

木の台にのせる

　禁無断転載

このたびはお買い上げ頂き誠にありがとうございました。当社ではけやき臼は良く乾燥された天然木の丸太をくり抜いて作って
おります。丸太を3年以上乾かせてから加工します。良くご承知おきいただきたいのですが臼は直径が大変大きいため、丸太を
輪切りにして加工せざるをえません。丸太をそのままの使用は残念ながらどんなに長い年数乾燥させても　時間の経過とともに
どうしてもヒビまたは割れが大なり小なり発生するのは残念ながら避けられません。そのわけは臼は丸太の芯（木の円の中心）を
取り入れたまま作らざるをえないことにつきます。木は伐採すると成長は止まり乾燥が進行します。丸太のまま乾燥が進みますと
丸太の中心から外に向かって放射線状に割れが入りみかん割れしていきます。実例ですが丸太をそのまま使った住宅用の丸太柱
（磨き～絞り柱）を思い出してください。柱の裏を見ますと上から下まで溝が切られています。これは背割りと言って柱が（芯持ち）
丸太から作られてますので　いずれどこかにヒビ、割れが入ってきますので予め裏側の一面だけ割りを入れておきますと表の面
にヒビが入らないからです。しかし臼は背割りを入れるわけにはいきません。そこのところをご理解頂きヒビなどの発生を最低に
抑える為にお手入れ方法などが必要となってきますので使い方とお手入れ方法をかいつまんで次に記します。

１、お使いになる前に　まず渋抜きをします。渋とは木の成分で色や臭いも持っています　食しても問題は有りませんが
　お餅に付かせない為に　渋抜きをしてからお使い頂きたいのです。

　まず熱湯を沢山沸かしておいて下さい　臼に熱湯を半分以上入れます　お湯が茶色に変わります。１～２時間したら捨てて熱湯
　をまた入れます。２～３回終えたら確認します→ティッシュペーパー　の先端を茶色水に濡らし　ストーブなどで乾かしてから陽
　に照らして検査します。濡らした箇所が全く無色であればOKですが　着色が残っていればもう少し熱湯作業を続けてください。
　色は取れてもケヤキの匂いが強く残る場合が有ります。その時は炭を使います。炭の種類は問いません　量は多ければ早く臭いが
　取れる　少なければ取れる時間が長いということです。蓋なりラップなりで密閉して　一晩なり、一昼夜なり静置してから確認して
　ください　効果は有ります。またお湯をいれたときキネの先を一緒に漬けておきますとキネの先が欠けにくくなります。
２、臼が下が水漏れする場合があります　木の内部のキズや空洞などを下まで通り抜けるためです　漏れ方の程度にもよりますが
　普通は１回おもちをつくと水漏れはほぼ止まります。　おもちが内部に浸透して皮膜の役目を果たすからです。
３、使い終わったら
　イ、お湯できれいに洗って下さい
　ロ、乾いたら食物油（サラダ油など）を内側にすり込んでおきます
　ハ、保管場所は日陰で湿り気が少なく風の弱い場所を選び高さ５ｃｍ以上の角材を2本並べその上に臼を逆さにしておきます。
　ニ、臼全体を毛布～厚手の布などをかぶせて保管ください　痛み防止に効果があります。


